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道路確保に全力を挙げて除雪に取り組む

福田一氏を
名誉市民に推挙

第190岡9

月定例会で条

例が制定され

た や大野市名

誉市民仇の第

1号に福田

一氏を推挙し

たい と提案きれ、 12月15日の本会

議において全会一致てω同意しまし

た。同氏は現在衆議院議長の要職

にあり 、長期にわたって国会議員

として国政に参画し、郷土の発展

と公共の福祉に貢献した功績が認

められたものです。

舎冬は38年をしのぐ豪雪に見舞われ、市は12月29日設置の雪害対策本部を、

4月7日には豪雪対策本部と名初lを変更して万全の体制!こ入りましだ。しかし

その後の降雪見通しを考え定場合、市民の不安はつのるばかりであり、市民生

活は極度に脅かされてきている。かかる事態に対処する定め議会も強力怠体制

を確立し、市民生活の実態を探ってその対策を講じ、被害の実態を十分は握し

て園・県等に要請していくなど、市民生活安定確保を図るため、第192回緊急

「豪雪対策特別委員会」を設置しました。臨時市議会を8日!こ開会し、

委員は次のとおり。
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12月!定例市議会
ミ母言示、

市議会報大野

jfJ話:般会計信託;;積131152方j白這却
国土利用計画の策定

>は継続審査
54年度歳入歳出決算認定

第 191固12月定例会は12月15日招集され、会期を23日までの9日間と決め、

昌頭に名誉市民第1号として福田 一氏推挙の提案を全会一致で同意し、続

いて市長提案の10議案を審議しましだ。その結果「議案第71号国土利用計画

の策定について」は総務委員会に付託「蟻案第72号昭和54年度歳入・歳出決

算認定について」は決算特別委員会を設置、委員を別掲のとおり選任してこ

の委員会に付託し、慎重に審査するためそれぞれ継続審査としました。他の

8議案については、原案どおり司決しました。また、請願・陳情を別掲のと

おり決め、最終日には議員提案の「越美北線存続並び|こ越美線全通促進!こ関

する決議」を可決し、 12月23日閉会しました。

休日急患センターの着工
見通しはどうか

問 休日急患センターの着工見通し

はどうか、また市民の要望は、究極

的には総合病院の建設にあるが、こ

れら医療施設の全体的構想を聞きた

。、
lv 

筈地域医療協議会の答申に沿って

休日急患センター・保健セ ンター ・

准看護学院を含めた施設とし56年度

に着工したし¥市民要望の総合病院

については、段階的にその方向へ進

めるべく用地の確保に努力したい。

国道158号線バイパスを園
の直轄で早期完成を期せ

問 国道 158号線バイパスの早期完

成は当市の発展に欠くことの出来な

L、最重要課題であり、 rh民の水年に

わたる悲願である。 しかし現存の事

業進行状況ではいつ完成するか全く

見通しが立たなし、。この際国の直轄

事業として行うよう運動を展開して

いくべきと思うが、どうか。

答 福井市前波から足羽町 三万谷に

至る第 l期分工事は、概算で30憶な

いし40億円の膨大な予算が必要であ

る。毎年の工事費は極めて少なく 、

しかも用地交渉が難航するな ど、遅

々として進まず確実な見通しも立っ

ていなL、。現在油坂ずい道工事を国

直轄で施行しているので、果たして

J.iJじ路線で 2ヵ!升採択きれるかどう

か。今後十分研究し早期完成に努力

したい。

昭和56年度予算編成方針

について

問 昭和56年度予算編成に当たって

は、市長就任 3年目を迎えることで

もあ り、川崎カラーを打出すべきと

思う 。また重点l庖策を どこに置くの

か法本Jh同中の56年度の重点事業は
ilh雨jどおり遂行出来るのか。

答市政全般の均衡を心掛けながら

特に生活環境本盤繋備や公共地設の

柊備に重点を置きたし、。基本計凶jに

ついては3ヵ年のローリング方式で

進めている。今日|司の財政事情・ 景
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会Lの低迷等は厳しいと思うが、来年

度計両している事業は予定どおり実

施出来ると確信している。重点地策

としては、当rnーの最大の課題である
医療施設の建設を初め、 阪谷小と有

終西小の体育館、歴史資料館等公共

施設の整備であり、ま た農政につい

ても 、来年度農村総合柊備計聞を立

て、57年度にモテル事業を進めてい

く準備をしていく 。)川川|川|崎カ ラ一とい

つても行政を進める士場晶合そう変化カが、

あるものではないと

一玉自的句なものも考えて L、きたい。

越美北線廃立反対運動
について

問 第93回国会において 「固有鉄道

経営再建促進特別措置法」が可決さ

れ、越美北線が廃止対象路線となっ

ている。今後政令決定までに、廃線

除外を目指して当市の切実な実状を

訴え、勢力的な陳情活動を展開して

いくべきと思うが、どうか。

答 冬期聞の並行路線の実状を中央

によく認識させ、除外への陳情に努

力している。今後も市一丸となって

取り車且む決意であ る。

問 廃線除外運動の展開も大切では

あるが、我々の手で越美北線を守る

ためにも、市民に極力国鉄を利用す

るよう PRに努めるべきと思うが、

どうか。

答 出来るだけ列単利用を心ゆけて

赤字解消へ協力している姿勢を国鉄

に爪す必要がある。市民にも、また

美山・和泉にも呼びかけていきたL、。

問 215 jiのI打営住宅はほ とん どが

老朽化している。市長は本年 3J:l定

例会の本会議で、第 l期工事として

56年度に北部区画格理地区内に建築

したい と述べていたが、その見通し

はどうか。

筈 56年度に北部第;医両柊坤.地反

I"Jに 5，000ギんメー トルの用地を確

保し、出来れば昭和57年度に着手し

たい。
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工業再配置促進法に
基づく事業について

問 寓IU地域に大東染工の移転と都

築紡横の進出に伴い、工業再配置促

進法・農村工業辱入促進法に 一本づき

種々の事業がI:t]の助成を受けて実施

出来ることになっている。例えば運

動場・体育館・プールなと数多くの

事業があるが、市はこれらの事業に

どう吋応してい く考えか。

答 昭和56年度中に具体的な事業を

紋り、 57年岐には出来るものは実地

していきたい。

都築紡績の操業見通し
について

問 産業構造の改革と余剰労働力の

吸収のため誘致した都築紡績は、 55

年12月点目操業予定と聞いている。

その後の進展状況はどうか。また -1~

年労働者の地厄定着と中高年齢者の

雇用促進を図るため、市の労務対策

協議会を通じ万全を期すべきと思 う

が、どうか。

答機械の搬入が終り調守'AqJであり、
1月中には半分の機械を動かし、 3

月ごろにはフル操業の予定と聞く 。

ただ設備制限令 (58年まで規制1)で

当初の計画よ り規模は小きくなる。

労務対策協議会については、者15築紡

績も協議会に参加を希望している。

中高年齢者の雇用促進は当市の大き

な課題であり、協議会をjffiじて申し

入れていきたい

ゴミの埋立地確保
について

問 境作のゴミ焼却場埋立地は既lニ

限界に)5:く、早急に代替地を獲得し

なけれは、ならない事態にな っている

と思うが、どうか。また埋立地の長

期使用等の忌;昧からも分類収集を徹

底する必要ーがあると思うが。

答 不燃物ゴミの量に大きく左右ーさ

れるので、分りIJ収集の徹底を図リた

いの埋立地の代替地は投下資本も大
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j 越美北線存続並びに j 

j 越美線全通促進に関する決議 j 
j 第咽ドl会において可決成な 共に、永年に及ぶ沿線住民の悲願 j
tした「日本|玉l有鉄道経常再建促進 である越美線全通に更に一層の運 t
j特別措間法」による赤下ローカル 動を展開 し、もって目的の完遂を j
f線の!発止路線として越美北線が対 WIする。~

j象とな っている。 以上決議する o ~ 
f しカか‘しなカ、よら〉、 よゴ当l片J大野I市行は全i凶司 t 
3的にも有数な特別豪雪蛸であリ[、 H昭f百i干利和柿口[]5叩

t 冬期間のノパ〈ス遥行lは立極めて困普稚tな t 
;状況で、現に閏鉄ノパ〈ス大野線叩 福井県大野市議会 ; 

t 月l日5日より寺宇顎子空.年3月末までの問運 t 
~ 1休木とな つてわLい、4る。 M 遭 j 
t よって、ノ〈ス輸 I! . ~ ~ li ，.雪3
3j長への転換対象と 句 l _11-_ & _ f_国に 3

jなる特定地方交通 L3111Ji 噌ご税制対矛
』線からの除外規定 Z V IE1. 1野つ t
tを適用きれ、地域 11 It~ 駅た t

j-- YA』 Bh
j唯叫縦し 可舟~司ハ
jて越川線の存続 、\ぜ吋で内明~ - ~ 
t を強〈要望すると 、¥上電 1 ， ... 、J ~ 

~悼午相相相融制相都品単相相相相朝午8悼骨山相相相執相融制朝一一悼勾ミザ
きく、環境対策もあり日光[I'jな代替

J也でな く、永年月使用可能な士易所を

倹討している。

市立図書館の建設
lこついて

間 正 しい村会教育の理念に1って

教育地設を身える場介、最も凶書館

の重要性が!長じられる。市内法本社

IItuでは58年度に建設を予定 している

が 、 そ れま での間 r~動卓i泣書館 を始

める考えはないか。

答公立[><1書館となると |王!の助成を

受けるためにも、百]書資格のある館

長が必要である。現に図書館は完成

したが館長維で困っている，fiが県下

にもある。 立行正な人材ーを45F、士J也が
あればぜひ実現させたい。また向動

車凶書館については、県の方から配

分されている凶書が、市内各公民館

の要請に応じて配本されている。

定の日数で取り替え る仕組みになっ

ており、 ト分利用出米ると思う。

地下水保全対策に
料金制を導入しては?

問 diの地 ド水保全条例では、出恨

の融雪には力やむを得ない場合を除

きJ也下水の{定用を禁lトーしている。 し

かしこれを無伺して使用する者が多

〈、規制する ことはなかなか耐難で

ある。この際全両にメ ーターを取り

付け、料金制を J尊入 して公平な地下

水対策を進めるべきと思うが、どう

か。

答 全戸に メーターを取り付ける こ

とは、市民全体の合志が得られなけ

れば、現実的には無理である。 しか

し公ヂな地下水利用の由ーから も、全

市民の気運が高まれば料金制の導入

も巧えた L、。大口需要者にはメータ

ーをつけてもら い、ど れだけ使用し

ているかを知って節水への向覚を促

している。また 市民にも、、水は無料い

という)jえを改めるよう PRに努め

ている。
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-建設委員会

①区画整理事業等における道路築造

について

道路交差点における水路の暗きょ

部分について、ヒューム背伏設では

数年たつと土砂等が詰まり、再工事

を余儀なくされ二重の投資となるた

め、今後の工事については設計上こ

のようなことのないよう十分考慮す

ること。なお組合施行等で行われる

場合は、設計上の増額分の一部を市

で補助するなど、十分な指導、監督

を行うよう要請した。

-教育民生委員会

①社会教育における公民館の諸問題

について

本会議で社会教育における公民館

の今後のあり方について種々論及き

れたが、教育長の答弁では当市にお

ける公民館のあり方や、その方針が

理解出来ず、論拠を失うような!惑が

あったこと は誠に遺憾である。社会

教育の重要性がますます求められて

いる今日、早急に教育委員会として

理想とする社会教育のあり方を具体

的に示し、市民の理解と協力を得て

より前進きせるよう強〈要望した。

②休日急患センターについて

市は休日急患センター ・保健セ ン

ター・准看護学院の 3施設を併設し

た健康管理施設を昭和56年度着工を

目指して、用地の確保等に鋭意努力

中であるが、市民の究極的な願いは

総合病院の建設にある。市民の期待

に沿うよう将来の総合病院建設も考

慮の上、用地の確保に万全を期きれ

たい。

総総務委員会・

①総合計画策定について

基本構想策定については、昨年12

fJ議会に l二位きれ、継続審ftとして
慎吸な審議が1丁われ本年 3Hに議決

した。その'再手議のj曲松で、 本木1;十日出

作成に当た っては構想の実現を分野

甘Ijに、またHl本町Jな施策を明 らかに
するという重要性から、議会側仁村

しでもよ く協議願いたいと強 く要諸

していたにもかかわらず、議会側が

全く予知することなく、過日市の指

針となるべき総介社[由jが製本化きれ

配布された。

もちろん基本計画策定は法的には

議決を要しない としても、市民参加

のrh政を推進することが行政の基本

である以上、その理念を大きく逸脱

したことは誠に残念である。また市

民のf戸i~tにこ たえなければならない

議会側として も責務は重大であり、

誠に遺憾である。今後はかかることの

決算特別委員会を設置

昭和54年度大野I↑11.みへ・ !設tH
決算認定について、慎毛に審査

する ため特別委員会を設置する。

委員は次のとおり 。

(<Qj委長i長 O函IJ委民長)

。尾崎坤 o栄 正夫

兼井藤j皮 羽生 iミ

而浮靖生 斉藤 秀雄

ないよ う強〈反省を{足す とともに、

公共地設配置計l由lなと l渚施策につい

て均衡ある地域の実現を図るため、

また適正かっ計画的な土地利用の推

進の上からも 、今後の十分な検討万

を強〈要望した。

採択されたもの

番号| 件 名 出

請願111集会場について

請原買121河)11改f事について

提 者

中荒井町T3丁目医長

明石学外区民一同

高砂町4区長

山田健太郎 外区民一同

千歳区長
請願131河川改修について

請願141保育行政について

請願151区民会館の建設について

村中正治外15名

私立保育問保護者連合会

会長矢部穀外2，587名

北大野区長

山村繁盛外4名

請願161公閣の設備について

陳情 61預託金の増額について
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陳

一

陳

陳情101借入資金に対する助成について

陳情111借入資金に対する助成について

北大野区長

山村繁盛外4名

悩井県労働金庫

理事長斉藤敬

福井県労働金庫

理事長斉 藤敬

ド庄地区区長会長

四方策平外10区長

大野織物工業協同組合

理事長斉藤政雄

福井県丸編ニッ ト協同組合

理事長 畑岡弘明

大野市公立幼稚園PTA連合会

会長松原喜憲外4名陳情12I市立幼稚園について
継続審査となったもの

請願 7
老齢者はり・きゅ う及びマッサ
ージ療養費の助成について

陳情9 1通学路の新設について

名

一

名

り
ん

一

A
浩

外

一

外

会
清

一

郎

師

一

火

J

一
1
ム

-

一

七
1

Ar

井

一

四

ツ

視

任

一

判

約

7

一
長

鍛

持

一雌

野

，:
-
蒲

大

菖


